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オープンな議論を展開し、2001 年 4 月、オランダの国会は、「要請に基づく生命終結および自殺
人間学研究論集　第 7号
－ 82 －










































































































































たことが病院内で問題となった。これをきっかけとした調査の結果、2000 年から 2005 年ま
での間に、当該外科部長が 7 人の末期患者の呼吸器を取り外して死亡させていたことが判明し、



















































































































































































　1970 年代からポストマ女医事件をはじめとする判例の積み重ねと議論を経て、1999 年 8 月 6
日に安楽死等審査法案が国会に上程され、生命終結に際して医師が「相当の注意」を遵守してい


















　オランダでの安楽死は、2002 年は 1882 件、2003 年は 1815 件だったとオランダ保健省が発
表している
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